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０．国総研道路交通安全研究室の取り組み

ハンプ紹介動画 ハンプ騒音・振動調査結果ビッグデータの活用

ハンプの施工方法 降積雪地域の対応 事例集や合意形成のポイント

国総研では、生活道路における人優先の安全・安心な通行空間を整備するため、
道路管理者が「ゾーン30プラス」を推進するために必要な技術支援を実施。

傾斜部

平坦部

型枠
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令和７年３月末時点「ゾーン３０プラス」整備計画263地区策定済

（参考）生活道路の交通安全に係る新たな連携施策「ゾーン３０プラス」

〇 最高速度30km/hの区域規制と物理的デバイスとの適切な組合せにより交通安全の

向上を図ろうとする区域を「ゾーン３０プラス」として設定

〇 道路管理者と警察が緊密に連携し、

地域住民等の合意形成を図りながら、

生活道路における人優先の安全・安心な

通行空間を整備

＋

進入抑制対策

速度抑制対策

■ 最高速度３０ｋｍ/hの
 区域規制等
（ゾーン３０）

 ＜警察による交通規制＞ 

狭さく

ライジングボラード

 ＜道路管理者による物理的デバイスの設置＞

クランク

ハンプ

●進入抑制対策

●速度抑制対策

スムーズ横断歩道

スラローム

看 板 路面表示

［「ゾーン３０プラス」の入口（イメージ）］
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4

１．データを活用した地元との合意形成や地域の
主体的な行動による交通安全対策の事例紹介



生活道路の交通安全対策を進めるための各ステップの工夫

国総研では、生活道路の交通安全対策を円滑に進めた９地区※の合意形成事例を調査し、ゾーン30プラスを進
める上で必要となる、①課題把握、②対策検討、③対策実施、④効果検証の各ステップの工夫をとりまとめた。

①課題把握

・交通安全対策に関する基礎知識や身近な先行事例の紹介
・速度や抜け道経路等のデータと危険箇所の重ね合わせ

②対策検討

④効果検証
③対策実施

※埼玉県朝霞市（東弁財地区）、沖縄県那覇市（若狭小学校地区）、新潟県新潟市（日和山小学校地区）、千葉県船橋市（習志野台８丁目地区）、神奈川県横浜市（南区大岡小学校周辺地区）、
広島県福山市（新涯地区）、高知県四万十市（中村小学校地区）、 京都府舞鶴市（桃山町地区） 、長野県岡谷市（銀座地区）

現地写真を使ったイメージ図

国総研のハンプ紹介動画 先行事例の紹介動画

抜け道経路を分析 ワークショップやアンケートによる危険箇所抽出

随時、共有

協議会ニュース

・協議会やワークショップ等の
検討状況を写真や図を用いて
分かりやすく住民の方々へ共有
・シンポジウムにより課題を共有

・現地の写真を使ったイメージ図により分かりやすく説明
・沿道住民の方を直接訪問し、社会実験の結果を踏まえ
て、対策の見直しや追加対策を検討する旨を説明
・車両の出入りを確認し、物理的デバイスの位置を調整

物理的デバイスの位置の調整

セーフティコーンを
用いた社会実験

・社会実験では、セーフティコーンやレンタルハンプを活用
・児童によるハンプ設置体験やスムーズ横断歩道の
横断体験を実施
・社会実験の結果を踏まえて、対策の見直しや追加対策
を検討し、本設置

児童による
ハンプ設置体験

児童による
スムーズ横断歩道

横断体験

ワークショップだより シンポジウム

・速度や抜け道経路等のデータの変化と
利用者の実感の変化により、対策効果を検証
・効果検証結果を踏まえ、関係機関が連携し、

PDCAサイクルにより継続的に改善・充実

データによる効果検証 こども向けアンケート ワークショップで評価
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01．抜け道利用による交通事故の多い地区でワークショップによる合意形成によりハンプ等を設置

・駅に近く、人口密度が高いが、抜け道利用による交通事故が多い地区。
・住民・国道事務所・市・警察・有識者などが連携し、ワークショップを開催。
・ワークショップでは、参加者が地図上にシールでヒヤリハット箇所を貼り付け、ETC2.0プローブ情報
と重ね合わせることで危険な箇所を共有
・住民が対策を考えやすいよう、「対策カード」を用いて、①対策の目的別に対策が必要な箇所を
抽出し、②主な対策箇所について対策案を考える、２つのステップに分けて実施。

6

掲載内容の例（概要）
埼玉県朝霞市
（東弁財地区）

ステップ２ 対策カード

ステップ１ 対策の目的別のシール貼り

ビッグデータによる課題把握

ヒヤリハット箇所の抽出



02．クルーズターミナル等の整備を契機としてワークショップによる合意形成によりハンプ等を設置

・大型客船が寄港できるクルーズターミナル等の整備に伴い、周辺道路が渋滞し、抜け道利用する
車両が増加。
・住民・国道事務所・市・警察などが連携し、ワークショップを開催。
・ワークショップでは、グループディスカッションにより危険箇所を集約し、ETC2.0プローブ情報と照合。
・ワークショップ参加者以外への周知や意見募集のため、ワークショップだよりを各戸へ配布。
・社会実験の効果検証結果を報告し、住民がどう感じたかを意見交換した上で、本設置。

7

掲載内容の例（概要）
沖縄県那覇市

（若狭小学校地区）

ワークショップだより社会実験の効果検証結果

グループディスカッションの様子



03．小学校の校舎移転を契機としてワークショップによる合意形成によりライジングボラード等を設置

・小学校の移転により、通過交通の多い区間が主要な通学路に。
・住民・学校・警察・国道事務所・市などが連携し、生活道路（通学路）の交通環境のあり方を考える
ワークショップを開催（約50～70名参加）。
・ワークショップでは、付箋に問題点を記入し、通学路図に貼り付けて頂き、自動車・自転車・歩行
者など様々な視点から話し合い。
・ETC2.0プローブ情報やナンバープレート調査から車両の走行速度や通過交通の状況を把握。
・参加者自らが対策内容を検討したことで、スムーズな合意形成へ繋げることができた。
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掲載内容の例（概要）

設置されたライジングボラード

新潟県新潟市
（日和山小学校地区）



04．大型商業施設の建設を契機として住民主催の協議会による合意形成により狭さくを設置

・大型商業施設の建設により、生活道路を通過する交通が増えることを懸念した町会が住民主催
の協議会を設置。
・住民主催のまち歩き点検の結果に基づき、町会がヒヤリハットマップを作成し、共有。
・住民主催のシンポジウムで、町会が主体となって、物理的デバイスの設置の合意に向けたコミュ
ニケーションを行う方向性を確認。
・大型商業施設の利用者の抜け道利用実態について、調査結果を共有。
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掲載内容の例（概要）
千葉県船橋市

（習志野台８丁目地区）

抜け道利用実態の共有ヒヤリハットマップ

住民主催のシンポジウム住民主催のまち歩き点検



05．先行整備した２地区の事例を活用した合意形成により半年でハンプ等を設置

・幹線道路からの抜け道利用により、交通事故が多い地区。
・町内会・学校・警察・市・有識者などが連携し、協議会を設置。
・協議会において、ETC2.0プローブ情報の分析結果や先行整備した市内２地区の事例を紹介。
・沿道住民に対し、計画段階から直接訪問するとともに、物理的デバイスの位置の調整等を実施。
・協議会参加者以外にも地区の課題や対策検討内容、協議結果を周知するため、概要を分かり
やすく整理した協議会ニュースを発行し、回覧やポスティングを実施。
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掲載内容の例（概要）
神奈川県横浜市

（南区大岡小学校周辺地区）

協議会ニュース

先行事例の紹介動画

物理的デバイスの位置の調整



06．抜け道利用の多い通学路でセーフティコーンを使った社会実験を踏まえ狭さくを設置

・工業地帯が隣接しており、通勤・通学時間帯に、幹線道路の渋滞を避けるため、通学路を抜け道
利用する交通が多い地区。
・町内会・学校・警察・市などが連携し、協議会を設置。
・協議会において、ETC2.0プローブ情報の分析結果や事故発生状況、アンケート調査結果を共有。
・物理的デバイスの設置による影響を把握するため、セーフティコーン等を用いて社会実験を実施。
・町内会に入っていない住民や対策地区外の住民に周知するため、市のHPやこども新聞で広報。
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掲載内容の例（概要）
広島県福山市
（新涯地区）

市のホームページにおける
広報

こども新聞への掲載

セーフティコーンを用いた社会実験

スムーズ横断歩道の社会実験



07．抜け道利用の多い通学路でハンプ設置体験などを経てスムーズ横断歩道を設置

・通勤・通学時間帯に、幹線道路の渋滞を避けるため、通学路を抜け道利用する交通が多い地区。
・住民・警察・国道事務所・市・有識者などが連携し、スムーズ横断歩道の社会実験を実施。
・社会実験初日に、近接する小学校の児童によるハンプ設置体験や交通安全授業を実施。
・社会実験の結果について、データによる効果検証だけでなく、子ども向けアンケートも実施。
・社会実験後のアンケート調査結果を踏まえ、スムーズ横断歩道を追加設置。

12

掲載内容の例（概要）
高知県四万十市
（中村小学校地区）

追加設置した
スムーズ横断歩道

～～～～～～～～

児童によるハンプ設置体験

子ども向けアンケート

データによる効果検証

交通安全授業



08．抜け道利用の多い通学路で自治会長をパイプ役にした合意形成によりハンプを設置

・住宅地に隣接して駅や公共施設が立地し、通学路を抜け道利用する交通が多い地区。
・計画段階から物理的デバイスの設置箇所の選定など、自治会長が住民とのパイプ役に。
・自治会長に説明してもらう資料は、住民が分かりやすいよう、写真や絵を使った資料に工夫。
・市と警察が役割を分担し連携しながら、住民への個別説明を実施。
・児童にも対策の目的を伝えるため、スムーズ横断歩道横断体験などの警察主導の交通安全授業
を実施。

13

掲載内容の例（概要）
京都府舞鶴市
（桃山町地区）

自治会長が住民に説明した資料

市と警察による連携

児童によるスムーズ横断歩道横断体験



「生活道路への物理的デバイス設置における合意形成のための参考資料」（国総研資料第1310号）

「生活道路への物理的デバイス設置における合意形成のための参考資料」（国総研資料第1310号）では、物理的
デバイス設置における検討の主な流れと工夫について整理するとともに、詳細な合意形成プロセスや実際に使
われた資料を取りまとめています。

14

「生活道路への物理的デバイス設置における合意形成のための参考資料」
（国総研資料第1310号）  https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1310.htm

▼  国総研のHPに掲載しています。

https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1310.htm
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２．交通事故オープンデータの地図化マニュアル



～オープンデータ取得から地図に表示するまで～

まずは、自分の街の交通事故発生箇所を地図に表示してみましょう。

オープンデータを用いた
交通事故発生箇所の地図化マニュアル

Step.1 警察庁HPから事故データをダウンロード P. 3
Step.2 緯度経度変換(60進法→10進法)・絞り込み(市区町村選択)  P. 4～
Step.3 地理院マップシートに貼り付け P.11～
Step.4 地図に表示  P.14～

令和７年７月

国土交通省道路局
警察庁交通局

【応用編】項目情報(例:事故類型、事故内容)を地図に追加表示   P.16～
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【本資料の目的】

○交通事故データ等を踏まえて交通安全対策を実施することは、効率的・効果的な交
通安全対策の推進に有効です。

○令和２年、交通事故統計情報のオープンデータが警察庁から公開され、事故データ
の活用が可能となっています。

○一方で、「オープンデータの使い方が分からない」、「オープンデータを地図化す
るための余裕やスキルがない」などの地方公共団体の職員からの意見があります。

○本資料は、地方公共団体の職員が円滑に警察庁オープンデータを活用できるように
地図化の手順をまとめたものであり、本資料の活用により、効率的・効果的な交
通安全対策が推進されることを目的に、国土交通省と警察庁で作成しております。

■事故の発生箇所や内容を踏まえた検討■データ項目
日時/ 事故類型/ 当時者種別/ 速度規制/ 
信号機/ 中央分離帯施設/ 歩道区分/ 地形

【警察庁のオープンデータ】 【市区町村での活用イメージ】

事故発生箇所

地図化

整備箇所の選定や施設内容の検討に活用

事故多発箇所

事故内容を表示
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【本資料の構成】

Step.4 地図に表示

Webサイトからオープン
データをダウンロードする。

Excel

取得したオープンテータのうち、緯度経度を
変換し、自らの市区町村のデータを抽出する。

Excel

変換した緯度経度から、地図表示できる
形式のファイルを作成する。

作成した地図表示形式ファイルを
読み込んで、地図に表示させる。

KML KMLXLSX

XLSXCSV

CSV

Step.1 警察庁HPから事故データを
ダウンロード

Step.2 緯度経度変換(60進法→10進法)
・絞り込み(市区町村選択)

Step.3 地理院マップシートに貼り付け

18



Ｓｔｅｐ.１ 警察庁HPから事故データをダウンロード

警察庁HP 交通事故統計情報のオープンデータ
https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/opendata/index_opendata.html

警察庁のホームページから、交通事故統計情報のオープンデータ（CSVファイル）
をダウンロードし、Excel形式(.xlsx)にして別ファイルとして保存します。

ここでは、2023年のデータで説明します。

①「２０２３年（令和５年）」をクリック

②「本票_01-12月」をクリックし、ファ
イル「honhyo_2023.csv」をダウン

ロードして開く。

コード表

③「ファイル」をクリックし、
「名前を付けて保存」を選択

④「ファイルの種類」をクリックし、
「Excelブック（*.xlsx）」を選択して保存

【注意】
古いExcel形式(.xls)では行数が足りなくなります。 19

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/koutsuu/opendata/index_opendata.html


Ｓｔｅｐ.２ 緯度経度変換(60進法→10進法)・絞り込み(市区町村選択)（１）

Excelのテーブル機能を適用します。

[挿入]タブの[テーブル]

[テーブル]機能を使わなくても作業でき
ますが、通常の表の状態やフィルターに
よる操作よりも便利です。

チェックは
ＯＮ

表のデータ部分
全体が指定され

ています

ここからは、「honhyo_2023.xlsx」を使います。

①「テーブル」をクリック

②「OK」をクリック

20



Ｓｔｅｐ.２ 緯度経度変換(60進法→10進法)・絞り込み(市区町村選択)（２）

緯度・経度（BI列・BJ列）の右側に２列挿入し、BK列とBL列に数式を入力します。

①「地点 経度(東経)」(BJ列)の
右側に２列挿入する。

②BK2セルの数式バーに以下の数式を入力して、[enter]キーを押す。

③BL2セルの数式バーに以下の数式を入力して、[enter]キーを押す。

数式をコピー＆ペーストした
ときに、
[@地点■緯度（北緯）]
[@地点■経度（東経）] 
の■のところの全角スペース
（３カ所＋３カ所）が抜け落ち
る場合は、
数式バーで全角スペースを
手入力してください。

（BK列の数式）
=LEFT([@地点 緯度（北緯）],2)+(MID([@地点 緯度（北緯）],3,2)/60)+(MID([@地点 緯度（北緯）],5,5)/3600000)

（BL列の数式）
=LEFT([@地点 経度（東経）],3)+(MID([@地点 経度（東経）],4,2)/60)+(MID([@地点 経度（東経）],6,5)/3600000) 21



【参考】[enter]キーを押しても他の行に展開されない場合

左図のボタンを選択

[enter]キーを押しても他の行に展開されない場合は、

または

セルを直接コピーして貼付け

【手順の例】
①BK2セルを選択して、コピー（[Ctrl]+[C]など）
②BK3セルを選択して、[Shift]を押したまま
[Ctrl]+[↓] （残りのセルが選択される）
③貼り付け（[Ctrl]+[V]など）
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Ｓｔｅｐ.２ 緯度経度変換(60進法→10進法)・絞り込み(市区町村選択)（３）

都道府県コード（B列）と市区町村コード（J列）で、特定の市区町村のデータに絞り
込みます。 ここでは、東京都千代田区（都道府県コード：30、市区町村コード：101）の場合で説明します。

東京都 30

千代田区
101

都道府県コード 次頁 市区町村コード 次頁

①「都道府県コード」の▼ボタン
をクリックし、「(すべて選択)」
のチェックを外した上で、「30」
（東京都）にチェックを入れる。

②「市区町村コード」の▼ボタン
をクリックし、「(すべて選択)」
のチェックを外した上で、
「101」（千代田区）にチェック
を入れる。

③東京都千代田区のデータが抽出
される。

政令市は区単位で
集計されています。

23



【参考】都道府県コード・市区町村コードを確認する

「都道府県コード」は、本票を取得したページにある「各種コード表」から確認できます。

「市区町村コード」は、「総務省の統計に用いる標準地域コード」から確認できます。
（総務省ＨＰ https://www.soumu.go.jp/toukei_toukatsu/index/seido/9-5.htm）

本票

①「各種コード表」（PDF形式）を
ダウンロードし、ファイルを開く。

②２ページを開いて、該当する番号を
「都道府県コード」とする。

①該当する都道府県のファイルを
ダウンロードし、ファイルを開く。

②該当する番号を「市区町村コード」とする。

北海道の方面区分は、北海道警察
のＨＰで確認できます。

https://www.police.pref.hokkaido.lg.
jp/intro/tokuosi/syozai/syozai.html

都道府県コードは、【付録】(次ページ)にも掲載しています。

24
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【付録】都道府県コード

コード 都道府県名 コード 都道府県名 コード 都道府県名 コード 都道府県名 コード 都道府県名

10
北海道

(札幌方面)
30 東京 50 富山 70 鳥取 90 福岡

11
北海道

(函館方面)
40 茨城 51 石川 71 島根 91 佐賀

12
北海道

(旭川方面)
41 栃木 52 福井 72 岡山 92 長崎

13
北海道

(釧路方面)
42 群馬 53 岐阜 73 広島 93 熊本

14
北海道

(北見方面)
43 埼玉 54 愛知 74 山口 94 大分

20 青森 44 千葉 55 三重 80 徳島 95 宮崎

21 岩手 45 神奈川 60 滋賀 81 香川 96 鹿児島

22 宮城 46 新潟 61 京都 82 愛媛 97 沖縄

23 秋田 47 山梨 62 大阪 83 高知

24 山形 48 長野 63 兵庫

25 福島 49 静岡 64 奈良

65 和歌山
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【参考】道路種別・車道幅員で絞り込む（生活道路のデータを抽出する）

「路線コード」をもとに、特定の道路種別（市町村道）のデータに絞り込むこともできます。

「車道幅員」をもとに、特定の車道幅員（5.5m未満）のデータに絞り込むこともできます。

「路線コード」は全５桁であり、「一般市町村道」は
上４桁が「3000～3999」（すなわち、５桁で３万番台）

であるものが該当する。

「路線コード」（Ｈ列）の▼ボタンをクリックし、
「(すべて選択)」のチェックを外した上で、
３万番台であるものにチェックを入れる。

「車道幅員」（ＡＤ列）の▼ボタンをクリックし、
「(すべて選択)」のチェックを外した上で、
「1」「2」「11」「14」「17」にチェックを入れる。

単路・交差点として、以下が該当する。（2023年の場合）
「01：単路－3.5m未満」
「02：単路－3.5m以上」
「11：交差点－小（5.5m未満）－小」
「14：交差点－中（5.5m以上）－小」
「17：交差点－大（13.0ｍ以上）－小」
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Ｓｔｅｐ.３ 地理院マップシートに貼り付け（１）

国土地理院ＨＰから「地理院マップシート」をダウンロードします。

地理院マップシート
https://renkei2.gsi.go.jp/renkei/130326mapsh_gijutu/index.html

①「「地理院マップシート（Ver.2.0.0.4）」ダウ
ンロードファイル」（ZIPファイル）をクリックし、

ダウンロードして解凍する。 ※

②「地理院マップシート
_20240716.xls」を開く。

（このメッセージが出るときは、「コンテンツの有効化」を行う。）

※ 「地理院マップシート」は、Excel
マクロが含まれているため、ネット
ワーク環境（セキュリティ設定）に
よっては、正常にダウンロードでき
ない場合があります。その場合は、
ネットワーク担当部署に相談するな
どのご対応をお願いします。
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Ｓｔｅｐ.３ 地理院マップシートに貼り付け（２）

「地理院マップシート」ファイルに、変換した緯度・経度情報(10進法)を貼り付け、
地図に表示する「形状」・「アイコン」・「サイズ」を指定します。

honhyo_2023.xlsx地理院マップシート

【手順の例】
(①)BK列の入力がある最上セルを選択する。
(②)[Shift]+[→] と押す
（⇒BL列の入力がある最上セルも選択される）
(③)[Shift]+[Ctrl]+[↓] と押す。
（⇒必要部分が選択される）
(④)コピーする。（[Ctrl]+[C]など）

①「honhyo_2023.xlsx」で変換した緯度・経
度情報(10進法)（BK列・BL列）をコピーする。

値のみ貼付

②「地理院マップシート_20240716.xls」のD2セルで右
クリックし、「貼り付けのオプション」で「値」を選択する。

地理院マップシート
【手順の例】
(①)A2セルでプルダウンから「点」を選択する。
(②)B2セルをダブルクリックし、赤い×（92番）を選択する。
(③)C2セルに「10」を入力する。
(④)A2～C2セルを選択し、コピーする。
（[Ctrl]+[C]など）
(⑤)D3セルを選択する。
(⑥)[Ctrl]+[↓]と押す。
（⇒入力がある最下行に移動する）
(⑦)入力がある最下行のA～C列セルを選択し、
[Shift]+[Ctrl]+[↑] と押す。
（⇒A2セル～C列入力最下行が選択される）
(⑧)貼付ける。（[Ctrl]+[V] など）

③緯度・経度情報を入力したすべての行について、
同じ値（A列：「点」、B列：「92」、C列:「10」）を入力する
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Ｓｔｅｐ.３ 地理院マップシートに貼り付け（３）

地図表示用ファイルを出力します。

[出力]ボタンを押して、ファイル形式を選択すると、出力が始まる。
（保存先、ファイル名の確認がある。）

地理院地図は、KMLファイルとGeoJSONの両方に対応。

地図表示用ファイルの準備ができました。

①「出力」ボタンをクリックする。

②「KMLファイル」ボタンをクリックする。

※マウスカーソルがビジー状態（砂時計、輪など）
でなくなれば完了

③「KMLファイル」がフォルダ
に出力される。

【応用編】Ｓ列以降に項目（例：事
故類型、事故内容）の情報を入力す
ることで、項目情報を地図に色分け
やポップアップで表示できます。

（P.16～P.20参照）

地理院マップシート

②の後、｢実行時エラー‘1004:’アプリケーション
定義またはオブジェクト定義のエラーです。｣の
画面が表示される場合は、
「形状」「アイコン」「サイズ」（Ａ～Ｃ列）で、「緯度」
「経度」（Ｄ～Ｅ列）の入力がある最下行よりも下
に誤って入力していないかご確認ください。
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Ｓｔｅｐ.４ 地図に表示（１）

地理院地図にアクセスし、作成した地図表示用ファイルを読み込ませます。

地理院地図 https://maps.gsi.go.jp/
①「ツール」ボタンをクリックする。

②「作図・ファイル」ボタンをクリックする。

③「ファイルからデータを読込」ボタンをクリックする。

④「ファイルの選択」ボタンをクリックし、
前頁で出力したKMLファイルを選択する。

⑤「読込を開始」ボタンをクリックする。 30
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Ｓｔｅｐ.４ 地図に表示（２）

地理院地図に交通事故発生箇所が表示されます。

2023年の東京都千代田区の交通事故が、
赤い×印で表示される。

地図表示はこれで完了です。

飯田橋駅前の交差点で、
2023年に３件の事故が発生
していることがわかる。

ブラウザを閉じた後、再度地図に表示するには、
P.13の③で保存されたKMLファイルを、P.14のとおり地理院地図に再度読み込んでください。
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交通事故発生箇所の位置を地図に表示(プロット)するだけでなく、
交通事故の項目情報(例:事故類型、事故内容)を色分けやポップアップで表示できます。

【応用編】

項目情報(例:事故類型、事故内容)を地図に追加表示
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【応用編】項目情報を区別（色分け）して地図に表示（１）

Step.3 (2)[P.10]において、緯度・経度情報を貼り付けたときに、他の項目（コー
ド）の情報も貼り付けて、「アイコン」をコードごとに設定すると、項目情報を区別
（色分け）して表示できます。

値のみ貼付

③「honhyo_2023.xlsx」の「事故
類型」（AJ列）で、１行目から最
下行の全てのセルを選択する

ここでは、「事故類型」で説明します。

⑥「事故類型」（S列）のフィルターで、
「1」（人対車両）を選択する。

⑦「アイコン」（B列）で、「101」
（赤い三角）を入力する。

②「アイコン」（B列）を空けておく。

④S1セルで右クリックし、
値のみ貼り付ける。

⑤１行目にフィルター機能を適用する。 ⑨「事故類型」（S列）のフィル
ターで、 「”事故類型”からフィ
ルターをクリア」を選択する。

①「各種コード表」（P.7を参照）で、58ページ
を開いて、「事故類型」のコードを確認する。

コード 区分
1 人対車両 ▲ 101
21 車両相互 ■ 85
41 車両単独 ● 78

記号(例)

※ここでは、色分けを以下のとおりとする。

⑧ （⑥～⑦）と同様に、「21」
（車両相互）で「85」（青い四
角）を、「41」（車両単独）で
「78」（緑の丸）を入力する。

⑩地図表示用ファイルを出力し
（P.11参照）、地理院地図に地
図表示用ファイルを読み込ま

せる（P.12参照）。

地理院マップシート
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【応用編】項目情報を区別（色分け）して地図に表示（２）

項目情報をアイコンで区別（色分け）した交通事故発生箇所が表示されます。

コード 区分
1 人対車両 ▲ 101
21 車両相互 ■ 85
41 車両単独 ● 78

記号(例)

飯田橋駅前の交差点で、
2023年に３件（人対車両が２
件、車両単独が１件）の事故
が発生していることがわかる。

2023年の東京都千代田区の交通事故が、
事故類型で区別（色分け）して表示される。
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【応用編】項目情報をポップアップで地図に表示（１）

Step.3 (2)[P.10]において、緯度・経度情報を貼り付けたときに、他の項目（コー
ド）の情報も貼り付けて、コード（番号）を区分（文字）に変換すると、項目の情報
を地図上で確認できます。

値のみ貼付

②「honhyo_2023.xlsx」の「事
故類型」（AJ列）、「事故内容」
（E列）を、「地理院マップシー
ト」のS列、T列にそれぞれコ
ピー（値のみ貼付）する。

ここでは、「事故類型」「事故内容」で説明します。

④「事故類型」（S列）のフィルターで、
「1」（人対車両）を選択し、最上行か
ら最下行の全てのセルを、「１」→「人

対車両」に書き換える。

③１行目にフィルター機能を適用する。

⑥ 「事故類型」（S列） 、 
「事故内容」（T列）で、 
フィルターをクリアする。

①「各種コード表」（P.7を参照）において、58
ページで「事故類型」のコードを、22ページ
で「事故内容」のコードを確認する。

⑤ (④)と同様に、「事故類型」
（S列）で、「21」→「車両相互」、
「41」→「車両単独」に、「事故
内容」（T列）で、「1」→「死亡」、
「2」→「負傷」に書き換える。

⑦地図表示用ファイルを出力
し（P.11参照）、地理院地図に
地図表示用ファイルを読み込

ませる（P.12参照）。

地理院マップシート

（事故類型） （事故内容）
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【応用編】項目情報をポップアップで地図に表示（２）

交通事故発生箇所をクリックすると、項目情報がポップアップで表示されます。

①2023年の東京都千代田区の交通事故が、
赤い×印で表示される。

飯田橋駅前の交差点で発生した事故の１つが、
「人対車両」「負傷」であることがわかる。

②赤い×印をクリックする。

③項目情報がポップアップで
表示される
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問合せ先

●本手順書に関すること

●地理院地図に関すること

国土地理院HP
https://maps.gsi.go.jp/help/

地域 問い合わせ先

北海道 国土交通省 北海道開発局 道路維持課

沖縄県 内閣府 沖縄総合事務局 道路管理課

その他 国土交通省 地方整備局 交通対策課

37
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38

３．ハンプと狭さくの速度抑制効果



（１）はじめに

道路管理者から「ハンプ」と「狭さく」の違いについての知見を求める声

狭さくハンプ

路面をなめらかに盛り上げ
高い速度で走行する車両の運転者だけ不快感

違い

（参考）ハンプの特徴
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（２）調査方法①

物理的デバイスを設置した10事例について、設置前と設置後、各１日、
物理的デバイスの前後各30m区間の10m毎の通過時刻が分かるよう
ビデオカメラを設置して撮影し、区間内の自動車の走行速度を調査。

30m 20m 10m 0m 0m 10m 20m 30m

a b c d e f g h

30m 20m 10m 0m 0m 10m 20m 30m

a b c d e f g h
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（２）調査方法②

41

箇所A 箇所B

箇所C

南側のハンプ 北側のハンプ
箇所D

約75m間隔



（２）調査方法③

42

箇所E

箇所F



（２）調査方法④
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箇所G 箇所H

箇所I

箇所J



（３）調査結果①

物理的デバイスを通過する自動車の30km/h 超過割合を整理したところ、
ハンプは、設置後の30km/h 超過割合が概ね１～３割程度に抑制。
狭さくは、ハンプほどの抑制ではなかった。

※双方向の通行車両について、物理的デバイスの流入前10m区間と流出後10m区間の各速度の調和平均
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（３）調査結果②

ハンプを75m 間隔で連続設置した箇所（D）の速度分布を整理したところ、
中間地点も含め30km/h 以下に抑制されていることが確認された。 

南側のハンプ 北側のハンプ
箇所D

約75m間隔
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46

４．ハンプの施工に関する参考資料（案）



「ハンプの施工に関する参考資料（案）」とは

○適切なサイン曲線形状のハンプをできるだけ容易に施工できることを目指して、アスファルト舗装
によりハンプを施工する方法を例示する「ハンプの施工に関する参考資料（案）」を作成

○国総研HPより入手可能

47https://www.nilim.go.jp/lab/geg/files/R5humpsekoushiryou.pdf
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施工方法のポイント ①サイン曲線型枠（傾斜部）の使用

○施工者が形状の確認を行いながら施工できるよう、サイン曲線形状の型枠（傾斜部）を使用

○型枠を容易に準備できるよう、実寸大のデータ（PDF、CAD）をHPで提供

（木工所等で、加工・製作可能）

48

傾斜部

平坦部

型枠

■サイン曲線形状の型枠
（形状データを木工所へ送信し、製作）

■サイン曲線形状データ（資料付録）
（PDF形式、CAD（P21）形式）

■サイン曲線型枠の使用イメージ

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/seikatsu.htm

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/seikatsu.htm


施工方法のポイント ②舗装厚確保のための「溝切り」

○傾斜部と既存路面のすりつけ部分は、ハンプが非常に薄く、施工性や、供用後の損傷の懸念

○舗装厚を十分に確保するために、既設路面（表層）の一部を取り壊した部分（溝切り）を設ける
※平坦部を含めて設置箇所全面を取り壊す（破砕や切削など）事例もあり、現地状況により適宜判断

49

■舗装設計便覧（平成18年日本道路協会）
「アスファルト系材料（混合物型）を用いる場合の表層厚は、最大粒径の2.5倍程度以上の厚さを目安
とすればよい」

平坦部傾斜部（延長2m）

溝切り 例）延長80cm

既設路面

約3.3cm
最大粒径13mmの2.5倍以上

■溝切りの設定例（縦断面図） ※傾斜部の延長２ｍ、高さ１０ｃｍの標準的なハンプの場合



施工方法のポイント ③平坦部と傾斜部の分離施工・余長部分

○形状がシンプルで施工や出来型確認が容易な平坦部を先に施工し、その後に傾斜部を施工

○平坦部と傾斜部の境界付近が転圧時に所定の高さを下回らないよう、平坦部の施工時に、延長
を延ばして施工し、傾斜部の施工時に調整する「余長部分」を設定

50

■余長部分の設定例（縦断面図）

傾斜部（延長2m） 平坦部

既設路面

余長部分

傾斜部の施工高さ
（サイン曲線形状）

10cm

傾斜部施工時に
所定の高さに調整

例30cm

例5.4mm
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動画「ハンプ施工時の工夫点」

動画「ハンプ施工時の工夫点」

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html

アスファルトによるハンプを施工する際の工夫点を紹介した動画を公開しています。アスファルトに
よるハンプ施工を検討している道路管理者の方、施工工事関係者の方向けの内容となっています。
ご自由に活用ください。

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html


単路部ハンプ
生活道路どうしの
交差点部ハンプ

幹線道路との
交差点部ハンプ

ハンプの設置箇所による分類

■ ハンプの設置箇所による分類
単路部、生活道路どうしの交差点部、幹線道路との交差点部

参考資料には、生活道路どうしの交差点部ハンプ、
幹線道路との交差点部ハンプの設置方法等に関す
る情報は整理されていない

参考資料には、単路部ハンプを
施工するための工夫を掲載済み

52次頁以降で検討内容を紹介



A市の事例（生活道路どうしの交差点部） (1)

■ 交差点の特徴
道路幅員約6.0ｍの生活道路（ともに一方通行）どうしの交差点で、主道路に比べ、

従道路のほうが路面が高かった事例

■ 縦断勾配の設定
・課題 : 主道路側の走行速度が高かった

・工夫 : 主道路側の傾斜部の縦断勾配が、標準形状の５％になるように交差点の高

  さを設定し、従道路側の傾斜部は、その高さに２～3％程度で擦り付け

設置前の通行速度が高かった
主道路側の傾斜部勾配を5％
となるよう設定

従道路

主
道
路

既設L型側溝

53



■ 隅切り部の設計方法
・課題 ： 周辺の土地利用の制約から、路端は現況高さに擦り付ける必要があった

・工夫 ： 既設のL型側溝をコントロールポイントとして、

 隣り合う傾斜部の下端どうしを直線で結んだ三角形で擦り付ける設計とした

隅切り部の勾配は、両側の傾斜部の勾配（5％または2～3％程度）

を擦り付けた

主道路

従
道
路

既設L型側溝を
コントロール

傾斜部の下端どうしを
直線で結んだ三角形で
擦りつけ

A市の事例（生活道路どうしの交差点部） (2)
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■ 施工方法について①
・課題 ： ハンプの端部と舗装の継ぎ目の一致による舗装の劣化

・工夫 ： ハンプの入口側の傾斜部の下端からハンプ外側に少し広めに舗装を取壊し

 ハンプの端部と舗装の継ぎ目をずらすことで、ハンプ劣化を抑制した

 その際、舗装を斜めに切断することで、自動車の左右のタイヤが舗装の継

 ぎ目を通過するタイミングをずらし、騒音・振動を軽減させる工夫している

A市の事例（生活道路どうしの交差点部） (3)
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■ 施工方法について②
・課題 ： 施工の効率化

・工夫 ： 基層については、表層計画高-50ｍｍとなるよう高さ管理をしながら、

 平坦部及び傾斜部を同時に施工

 表層については、先に主道路側の傾斜部を施工し、

従道路方向は、平坦部と傾斜部を一体的に施工

基層は平坦部・傾斜部同時施工
表層は従道路方向に

平坦部・傾斜部を一体的に施工

A市の事例（生活道路どうしの交差点部） (4)
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B市の事例（生活道路どうしの交差点部） (1)

■ 交差点の特徴
道路幅員約8.5ｍの生活道路どうしの交差点で、主道路には中央線がある、生活道
路としては比較的広めの歩道がない交差点

■ 縦断勾配の設定
・課題 : 交差点部ハンプは、それぞれ高さの異なる道路が取り付くことから、

すべての傾斜部の勾配を標準形状の5％にすることが難しい場合がある

・工夫 : 交差点へ進入する側である道路左側の平均勾配が5%となるよう

かさ上げ量を調整

凡例
交差点内を一律に10cmかさ上げしてしまうと、

傾斜部が平均5%の勾配とならない 57



■ 隅切りの設計方法
・課題 ： 試験設置の際には、隅切り部を隣り合う傾斜部の下端どうしを直線で結んだ

 三角形で擦り付けていたが、平均勾配の最大が約7%と、急勾配であり、

 歩行者等に対し支障となる可能性

・工夫 ： 本設置時には、隅切り部を扇形にし、平均５％の勾配となるよう改善する

ことで、路側に車いす利用者などが通行しやすい平坦な路面を確保しつつ、

隅切り部の勾配を緩やかにした

試験設置時 本設置時

隣り合う傾斜部の下端どうしを
直線で結んだ三角形で擦り付け

隣り合う傾斜部の下端部を扇型にし
曲線的に擦り付け

5％以上 平均 5％

B市の事例（生活道路どうしの交差点部） (2)
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■ 施工方法について
・課題 ： 施工の効率化

・工夫 : ハンプの傾斜部下端の他、隅切り部にも擦り付けが生じるため、

 環状に溝切りを実施

 また、基層等の施工を行って高さを調整したうえで、

表層は、主道路縦断方向に平坦部と傾斜部を一体的に施工

傾斜部範囲

傾斜部

主道路縦断方向に
平坦部・傾斜部を
一体的に施工

型枠

B市の事例（生活道路どうしの交差点部） (3)
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60

５．降積雪地域における
物理的デバイスの設置に関する参考資料（案）



「降積雪地域における物理的デバイスの設置に関する参考資料（案）」とは

■積雪地域における対応
積雪地域においては、積雪の影響及び除雪への影響を勘案して、凸部
等の設置を検討する。 

除雪の支障となることを道路管理者が懸念

降積雪地域の生活道路における物理的デ
バイス（ハンプ及び狭さく）設置箇所におい
て、冬期の除雪方法や設置効果の調査を
行い、その結果をとりまとめ

61https://www.nilim.go.jp/lab/geg/files/R5kousekisetsushiryou.pdf

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/files/R5kousekisetsushiryou.pdf


①冬期の物理的デバイス設置箇所の主な除雪方法

機械除雪 消雪パイプによる消雪

消雪パイプを設置したハンプ除雪グレーダー
（出典：北海道開発局 道路の維持管理計画（案））
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圧雪が薄い（なし）場合の除雪

②冬期の物理的デバイス設置箇所の除雪等に関する主な課題と工夫

圧雪が厚い場合の除雪

※ハンプの設置位置を把握するため、除雪の支障にならない場所にスノーポールを設置する方法も

除雪グレーダーでの除雪（イメージ）
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冬期もハンプを存置している地域

③降積雪地域における物理的デバイスの速度抑制効果

冬期に
速度上昇

冬期に
速度減少

冬期にハンプを一時撤去している地域

+4.1km/h

+2.5km/h

※冬期は、ハンプ
形状がはっきり現
れなくても、堆雪に
よって速度が抑制
されると考えられる。
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動画「ハンプ設置箇所の除雪時の工夫」

65

動画「ハンプ設置箇所の除雪時の工夫」

降積雪地域に設置されたハンプにおける除雪時の工夫点を紹介した動画を公開しています。

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html


６．おわりに
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国総研 生活道路 検索

https://www.nilim.go.jp/lab/geg
/files/R5humpsekoushiryou.pdf

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/
files/R5kousekisetsushiryou.pdf

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/seikatsu.htm

https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1310.htm
『生活道路への物理的デバイス設置における合意形成のための参考資料』

『ハンプの施工に関する参考資料（案）』 『降積雪地域における物理的デバイスの設置に
関する参考資料（案）』

■生活道路の交通安全対策 取組み紹介

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/files/R5humpsekoushiryou.pdf
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/files/R5humpsekoushiryou.pdf
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/files/R5kousekisetsushiryou.pdf
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/files/R5kousekisetsushiryou.pdf
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/seikatsu.htm
https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1310.htm


国総研 生活道路 検索

■お問い合わせ先
国土技術政策総合研究所
道路交通研究部 道路交通安全研究室

〒305-0804 茨城県つくば市旭１番地（旭庁舎６階）
nil-roadsafety@ki.mlit.go.jp TEL:029-864-4539 67

動画「ハンプ設置箇所の除雪時の工夫」動画「ハンプ施工時の工夫点」

動画「いのちとくらしをまもるハンプ」

６．おわりに

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/hump.html

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/0-introduction.html

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/
hump/video/10-hump-sekou.html

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hum
p/video/11-hump-snow-removal.html

ハンプの走行状況

https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/hump.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/0-introduction.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/0-introduction.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/0-introduction.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/10-hump-sekou.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
https://www.nilim.go.jp/lab/geg/hump/video/11-hump-snow-removal.html
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国土交通省 国土技術政策総合研究所
道路交通研究部 道路交通安全研究室

ご清聴ありがとうございました

国土技術政策総合研究所
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